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Ｉ は じめに

３８９-１３長野県信濃町野尻２８７-５

長野県北部に位置する野尻湖は、標高６５４．３ｍ、面積４．６ｋｍ２、最大水深３８．５ｍの山間の

湖 で あ る 。 こ の 湖 の 西 岸 に 位 置 す る 立 が 鼻 遺 跡 は 、 最 終 氷 期 の 動 ・ 植 物 化 石 と 人 類 の 遺

物 が と も に 産 出 す る 重 要 な 旧 石 器 時 代 の 遺 跡 と し て 知 ら れ て い る 。 立 が 鼻 周 辺 に 分 布 す

る 野 尻 湖 層 は 、 砂 層 や シ ル ト 層 を 主 体 と し 、 さ ら に 主 と し て 黒 姫 山 ・ 妙 高 山 に 起 源 を も
つ 約 ４ ２ 層 の 火 山 灰 層 が 挟 在 す る 上 部 更 新 統 の 湖 成 層 で あ る 。 多 く の 化 石 ・ 遺 物 は 、 そ れ

ら の 地 層 に 包 含 さ れ て い る 。

立 が 鼻 遺 跡 お よ び そ の 周 辺 で は 、 １ ９ ６ ２ 年 の 第 １ 次 野 尻 湖 発 掘 以 来 、 現 在 ま で に Ｉ Ｉ 回 の

湖 底 発 掘 と ６ 回 の 陸 上 発 掘 が 野 尻 湖 発 掘 調 査 団 に よ っ て 行 わ れ 、 そ れ ら の 成 果 が 報 告 さ

れてきている（野尻湖地質グループ、１９８０；１９８ｚ１；１９８７；１９９０、野尻湖発掘調査団、１９９０）。
立 が 鼻 周 辺 の 地 質 層 序 は 、 野 尻 湖 発 掘 調 査 団 の 地 質 グ ル ー プ に よ っ て 、 第 ８ 次 発 掘 ま

で に 確 立 さ れ て い る 。 上 部 更 新 統 の 野 尻 湖 層 の 編 年 は 、 材 化 石 を 試 料 と し て β 線 計 数 法

に よ る １ ４ Ｃ 年 代 を も と に 行 わ れ て き た 。 し か し 、 そ れ か ら 得 ら れ た 測 定 値 は 、 分 散 が 著

し く 、 野 尻 湖 層 の 編 年 と し て は ２ 通 り の 可 能 性 が 指 摘 さ れ て い た （ 中 村 由 克 ・ 野 尻 湖 発

掘調査団、１９９０）。

そ こ で 、 従 来 の 方 法 よ り 精 度 が 高 く 、 ミ リ グ ラ ム オ ー ダ ー の 微 量 の 試 料 で 測 定 可 能 な

加 速 器 質 量 分 析 計 を 用 い て 、 野 尻 湖 層 か ら 発 掘 さ れ た ナ ウ マ ン ゾ ウ 、 オ オ ツ ノ シ カ 、 材

についての１４Ｃ年代測定を行った。その結果、約Ｓ？３、０００ｙ．Ｂ．Ｐ．より古いものについては、

従 来 の 年 代 値 に 比 べ て 約 ８ 、 ０ ０ ０ ～ １ ５ 、 ０ ０ ０ 年 ほ ど 古 い 値 を 得 た 。 こ の 研 究 で は 、 そ れ ら の 加

速 器 １ ４ Ｃ 年 代 に も と づ い て 野 尻 湖 層 の 年 代 を 再 検 討 し 、 野 尻 湖 周 辺 で 行 わ れ て い る 火 山

灰 層 序 学 的 お よ び 人 類 考 古 学 的 研 究 と の 関 係 に つ い て の 考 察 を 行 う 。

１６４



Ｈ 測 定 試 料 と そ の 調 製
１）測定試料
立 が 鼻 周 辺 に お ける 野 尻 湖 湖 底 の 堆 積 物 の 層 序 は 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 下 位 よ り

上 部 更 新 統 の 貫 ノ 木 層 、 下 部 野 尻 湖 層 、 中 部 野 尻 湖 層 、 上 部 野 尻 湖 層 、 そ して、 完 新 統
のＪ列層と現湖底堆積物に区分されている（野尻湖地質グループ、１９８４；１９８７；１９９０）。
測 定 に 使 用 し た ナ ウ マ ン ソ ウ と オ オ ツノ シ カ の 化 石 は 下 部 野 尻 湖 層 ｍ 最 下 部 か ら 上 部

野 尻 湖 層 Ｉ ま で の 産 出 試 料 で、 ま た 、 材 化 石 は 下 部 野 尻 湖 層 Ⅲ 最 下 部 か ら Ｊ 列 層 ま で の
産 出 試 料 で あ る 。 ナ ウ マ ン ソ ウ や オ オ ツノ シ カ 化 石 は 、 そ れ ぞ れ 切 歯 ・ 臼 歯 と 掌 状 角 の
象牙質から抽出したコラーゲンを測定試料とした。

図 １ コ ラ ー ゲ ン 抽 出 法
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２ ） コ ラ ー ゲ ン の 抽 出

産 出 化 石 は 、 保 存 の 過 程 で 腐 植 質 を は じ め と す る 各 種 の 有 機 物 の 汚 染 を 受 け て い る 可

能 性 が あ る 。 し た が っ て 、 化 石 か ら コ ラ ー ゲ ン を 抽 出 し て 測 定 試 料 と す る 際 に は 、 コ ラ
ー ゲ ン と 汚 染 有 機 物 （ お も に 腐 植 質 ） を 完 全 に 分 離 で き る 方 法 を と ら な け れ ば な ら な い 。

こ の 研 究 で は 、 コ ラ ー ゲ ン 抽 出 を 半 透 膜 を 用 い て 脱 灰 し 、 さ ら に ゼ ラ チ ン 化 さ せ て 回 収

す る 方 法 を 用 い て 行 っ た （ 図 １ ） 。 詳 細 は 、 沢 田 ほ か （ １ ９ ９ ２ ） に 述 べ ら れ て い る 。 こ の

方 法 で 、 可 溶 性 の も の と ゼ ラ チ ン 化 し た も の の ２ 種 の コ ラ ー ゲ ン を 得 る こ と が で き る 。

試 料 が 著 し く 少 な い 場 合 以 外 は 、 ゼ ラ チ ン 化 コ ラ ー ゲ ン だ け を 測 定 試 料 と し た 。

Ⅲ 加 速 器 質 量 分 析 計 に よ る “ Ｃ 年 代 測 定 法
本 研 究 で は 、 名 古 屋 大 学 年 代 測 定 資 料 研 究 セ ン タ ー 設 置 さ れて い る タ ン デ ト ロ ン 加 速

器質量分析計を用いて１４Ｃ年代測定を行った。求める年代をｔとすると、その年代は次
式により求められる。

ｔ ＝
１
-
λ

Ｎ一Ｎ
／Ｑり

古く

Ｔｌｚ２：半減期（５５７０年）

λ：壊変定数（０．６９３）

Ｎ ｏ ： ｔ ＝ Ｏ の と き の １ ４ Ｃ の 数

Ｎ ： 試 料 中 の １ ４ Ｃ の 数

こ こ で 、 １ ４ Ｃ 年 代 値 の 算 出 に あ た っ て は 、 慣 例 に よ り １ ４ Ｃ の 半 減 期 と して Ｌ ｉ ｂ ｂ ｙ の 半 減

期５５７０年を用いることとした。（中井・中村、１９８８；中村・中井、１９８８）。
タ ン デ ト ロ ン の 測 定 条 件 と 性 能 、 測 定 方 法 の 詳 細 は 、 中 井 ・ 中 村 （ １ ９ ８ ８ ） 中 村 ・ 中 井

（ １ ９ ８ ８ ） の 記 述 と 同 様 で あ る の で 、 こ こ で は 重 複 を 避 け て 再 述 し な い こ と と す る 。

従 来 の β 線 計 数 法 で は 、 放 射 壊 変 の 際 放 出 さ れ る β 線 を 計 数 し て １ ４ Ｃ 年 代 を 測 定 す る 。
こ の 場 合 、 β 線 は ｌ ｍ ｇ の 現 代 の 炭 素 か ら １ 分 間 に １ ． ３ ４ × １ ０ - ２ 個 し か 放 出 さ れ な い の で、 化

石 の ミ リ グ ラ ム オ ー ダ ー の 試 料 で は 計 数 は 不 可 能 で あ る 。 そ れ に 対 し て １ ４ Ｃ そ の も の を

計 数 す る 加 速 器 質 量 分 析 計 に よ る 測 定 の 場 合 は 、 ｌ ｍ ｇ の 現 代 の 炭 素 に 含 ま れ る １ ４ Ｃ の 原 子

数 は ６ × １ ０ ７ 個 で あ る こ と か ら 、 β 線 測 定 よ り 著 し く 能 率 が よ い と い え る 。 す な わ ち 、 加

速 器 質 量 分 析 計 の 試 料 炭 素 の 必 要 量 は ２ ～ ５ ｍ ｇ と き わ め て 少 量 で 、 β 線 計 数 法 と 比 較 す る

と 、 そ の １ 、 ０ ０ ０ 分 の Ｉ 以 下 で 済 む こ と に な る 。 し た が っ て 、 こ れ ま で 不 可 能 と さ れ て い た

哺 乳 類 の 小 さ な 化 石 片 な ど に つ い て の 年 代 測 定 も 可 能 に な り 、 測 定 に 要 す る 時 間 も 短 縮

さ れ る と い う 利 点 が あ る 。

ま た 、 測 定 可 能 年 代 の 限 界 と い う 面 か ら み る と 、 β 線 計 数 法 で の 信 頼 で き る 測 定 年 代

が ３ ～ ４ 万 年 前 ま で で あ る の に 対 し て 、 加 速 器 質 量 分 析 計 は １ ４ Ｃ 計 数 の バ ッ ク グ ラ ウ ン

ド が き わ め て 低 い た め 、 測 定 年 代 は ６ 万 年 前 ま で 可 能 で あ る （ 中 村 ・ 中 井 、 １ ９ ９ １ ） 。 た

だ し 、 ５ 万 年 前 を 越 え る 測 定 値 に つ い て は 誤 差 が 大 き い 。
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こ れ ら の こ と か ら 、 野 尻 湖 層 の よ う に ２ 万 年 よ り 古 い と 予 想 さ れ る 試 料 を 研 究 対 象 と
す る 場 合 に は 、 加 速 器 質 量 分 析 計 に よる 年 代 測 定 が 適 して い る と い える 。

Ｉ Ｖ 野 尻 湖 層 の 加 速 器 １ ４ Ｃ 年 代

１ ） コ ラ ー ゲ ン 含 有 率 お よ び Ｃ ／ Ｎ 比

ナ ウ マ ン ソ ウ ・ オ オ ツ ノ シ カ の 化 石 の 象 牙 質 か ら 抽 出 さ れ た コ ラ ー ゲ ン の 収 量 を コ ラ
ー ゲ ン の 全 含 有 量 と し 、 そ れ を 可 溶 性 コ ラ ー ゲ ン （ Ｓ ） と ゼ ラ チ ン 化 コ ラ ー ゲ ン （ Ｇ ）

に 分 け て 表 １ に 示 し た 。 コ ラ ー ゲ ン 含 有 率 は 、 試 料 の 保 存 の 程 度 を 示 す と 考 え て よ い 。

こ の 値 と １ ４ Ｃ 年 代 値 と の 関 係 は 後 述 す る 。

Ｃ ／ Ｎ 比 は 、 抽 出 物 の コ ラ ー ゲ ン と し て の 純 度 の 指 標 と な る 。 コ ラ ー ゲ ン の よ う に グ

リシンの含有率の大きなタンパク質では、Ｃ／Ｎ比は３．２ ± ０ ． ５ である（Ｈａｒｅａｎｄｖｏｎ

ＩＳｎｄｔ、１９９０）。本研究では、Ｃ／Ｎ比がその値に近いものを選び、１４Ｃ年代の測定試料と

し 、 Ｃ ／ Ｎ 比 が ６ ． ０ 以 上 の も の は 汚 染 の 可 能 性 が 大 き い と 考 え て 、 す べ て 「 測 定 不 能 （ Ｎ 、
Ｄ ） 」 と し て 示 し た （ 表 １ ） 。

２ ） １ ４ Ｃ 年 代 測 定 値

加 速 器 質 量 分 析 計 に よ る ナ ウ マ ン ソ ウ と オ オ ツ ノ シ カ の 化 石 の コ ラ ー ゲ ン の １ ４ Ｃ 年 代

測 定 結 果 を 表 １ に 、 材 化 石 の 測 定 結 果 を 表 ２ に 示 し た 。 ま た 、 年 代 値 と 産 出 層 準 の 関 係

や 従 来 の β 線 計 数 法 に よ る 測 定 結 果 と の 比 較 を 図 ２ に 示 し た 。 お も に 測 定 試 料 と し て ゼ

ラ チ ン 化 コ ラ ー ゲ ン を 使 用 し た が 、 同 一 の 象 牙 質 か ら 抽 出 さ れ た 可 溶 性 コ ラ ー ゲ ン に つ

い て も い く つ か 測 定 し た 。 測 定 し た 可 溶 性 コ ラ ー ゲ ン の １ ４ Ｃ 年 代 測 定 値 は 、 ゼ ラ チ ン 化
コ ラ ー ゲ ン の 値 と よ く 一 致 し て い る 。

図 ２ か ら わ か る と お り 、 種 ・ 部 位 に よ っ て は 、 測 定 結 果 に 多 少 ば ら つ き が あ る 。 そ れ

ら は 次 の ３ つ の パ タ ー ン に 分 け る こ と が で き る 。

（ ａ ） コ ラ ー ゲ ン 含 有 率 の 大 き い （ ０ ． ７ ～ ４ ． ７ ％ ） ナ ウ マ ン ソ ウ の 臼 歯 の 象 牙 質 と 材 化 石 が 示

す 年 代 値

（ ｂ ） ナ ウ マ ン ソ ウ の 切 歯 、 オ オ ツノ シ カ の 掌 状 角 、 コ ラ ー ゲ ン 含 有 率 の 小 さ い （ ０ ． ７ ％ 未

満 の ） ナ ウ マ ン ソ ウ の 臼 歯 の 象 牙 質 が 示 す 若 い 年 代 値

（ ｃ ） コ ラ ー ゲ ン 含 有 率 の 大 き い ナ ウ マ ン ゾ ウ の 臼 歯 の い く つ か が 示 す 特 に 他 の 値 か ら 逸 脱

し て 古 い 年 代 値
この３つのグループに属する１４Ｃ年代値は、（ａ）が３０個、（ｂ）が７個、（ｃ）が５個であり、

（ｂ）（ａ）（ｃ）の順に数千年ずつ古くなる。

こ の ３ つ の グ ル ープ の 中 で 野 尻 湖 層 の １ ４ Ｃ 年 代 と し て 信 頼 で き る の は 、 （ ａ ） の 示 す 値 で

あ る と 考 え ら れ る 。 信 頼 で き る と 判 断 し た 根 拠 は 、 コ ラ ー ゲ ン 含 有 率 が 大 き い こ と 、 Ｃ

／ Ｎ 比 が コ ラ ー ゲ ン の 値 と よ く 一 致 す る こ と 、 測 定 値 の 頻 度 が 多 い こ と で あ る 。 （ ｂ ） 、 （ ｃ ）

に つ い て は 、 そ の よ う な ̈ Ｃ 年 代 値 が 得 ら れ た の は 次 の 要 因 が あ る と 予 想 さ れ る 。 ま ず 、

（ ｂ ） に つ い て は 、 コ ラ ー ゲ ン の 含 有 率 が 小 さ い 、 す な わ ち 試 料 の 保 存 の 程 度 が 悪 い と い う
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シ カ 化 石 の 象 牙 質 コ ラ ー ゲ ン
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表 １

産 出 層 準 サ ン プ ル
番号

種
部 位

］ラー
ケ づ

］ラーケ≒／
含有率（Ｚ）

Ｃ ／ Ｎ １ ４ Ｃ 年 代

（ｙ．Ｂ．Ｐ）

上 部 Ｉ
上 半 部

８ Ｎ - Ｕ - １ ３
ｍ - ４

ナウマンゾウ
臼 歯

Ｓ
Ｇ

０．２８
０．７７

３．１１
３．６３ ３４４９７土６６８

上 部 １
下 半 部

８ Ｎ - Ｐ - ９
１ - ６

ナウマンゾウ
臼 歯

Ｓ
Ｇ

０．５２
２．１４

３．１２
３．６５ ３８３１４土１４０３

８ Ｎ - Ｐ - ９
１ - １

ナウマンゾウ
臼 歯

Ｓ
Ｇ

０．２６
０．９８

３．２１
３．７５ ３８８１９土１５７９

７ Ｎ - Ｍ - １ ８
ｍ - ２

ナウマンソ｀｀ウ
臼 歯

Ｓ
Ｇ

０．８５
１．３０ ３．８７ ４２５４０土１４２０

９ ０ - Ｌ - １ ９
ｍ - ４

抑ツノシカ
肢 骨

Ｓ
Ｇ

０．１６
０．１４

Ｎ，Ｄ
５．６２ ３０５８３士１２９１

９ ０ - Ｂ - １ １
ｍ - １１

オオツノシカ
掌 状 角

Ｓ
Ｇ

０．３３
０．２２

４．９６
３．９９

３４３５５±１３４５
３３６５９±１８５０

９ ０ - Ｇ - ６
ｍ - １３

ナウマンドウ
臼 歯

Ｓ
Ｇ

０．４９
０．３７ ４．２４ ３１９２０土７００

中部ＩＩ

８７-レ２３
ｍ-１

ナウマンソツ
臼 歯

Ｓ
Ｇ

２．４１
１．２０ ３．７９ ４０１３０士１０８０

９ Ｎ - Ｇ - ７
ｍ - １ ８

オオツノシカ
掌 状 角

Ｓ
Ｇ

１，２９
２．２９

３．１０
３．６１ ４０５５７土１４９６

８ Ｎ - Ｐ - ２ ３
１ - １ ９

ナウマンゾウ
臼 歯

Ｓ
Ｇ

０．６４
２．５３

３．０４
３、５５ ４０７７２土１１９７

９ ０ - Ｅ - ２ ９
ｍ - １

ナウマンソ｀・ウ
臼 歯

Ｓ
Ｇ

１．２６
１．５４ ３．６５ ４１７００±１２６０

中部１

８Ｎ-Ｈ-１２
ｍ-１７

ナウマンゾウ
臼 歯

Ｓ
Ｇ

０．３１
１．３６

３．００
３．４９ ４１５１６土１０２３

９ ０ - Ｄ - ２ ９
ｍ - ７

オオツノシ力
足 骨

Ｓ
Ｇ

０．１６
０．１４

５．７２
４．４６ ３５４０５土１５５０

９ ０ - Ｂ - ２ ９
１ - ２

ナウマンゾウ
臼 歯

Ｓ
Ｇ

２．７７
１．９３

３．８２ ４０８６０±１１６５

下 部 ｍ
Ｂ３

８Ｎ-Ｐ-１３
ｍ-１１

ナウマンゾウ
臼 歯

Ｓ
Ｇ

０．５４
２．９７

３．１０
３．６２ ４５１１５土１３４９

８ ７ - Ｅ - １ ８
ｍ - ３

ナウマンゾウ
臼 歯

Ｓ
Ｇ

１．２５
２．８８

３．０２
３．５２ ４５８１２士１２８９

９ ０ - Ｌ - １ ６
ｍ - ３ ４

ナウマンゾウ
切 歯

Ｓ
Ｇ

０．１５
０．２１

５．３０
５．１６ ３５１３８土９０６

下部１１１
Ｂ２

９ ０ - Ａ - ２ ０
ｍ - ８

ナウマンゾウ
臼 歯

Ｓ
Ｇ

２．９２
１．１２

３．７９
３．７３ ４５１００士１１９１

９ Ｎ - Ｑ - １ ６
ｍ - ２ ２

すウマンゾウ
臼 歯

Ｓ
Ｇ

１．３５
４．２２

２．９４
３．４３ ４２２５４士９８９

８７-Ｅ-１５
１-１４５

ナウマンゾウ
臼 歯

Ｓ
Ｇ

１．８０
１．９６

４．２４
４．１０ ４２６７１土１１２０

下部ＩＩＩ
Ｂ１

９０-レ１６
加-１２

ナウマンゾウ
臼 歯

Ｓ
Ｇ

１．２２
２．０６

３．９２
３．８２

４１５６６士９２７
４２４２１土１５０３

１６８-



産 出 層 準 サ ン プ ル
番 号

種
部 位

］ラー
ケ づ

］ラーケ` ン`
含 有 率 （ Ｚ ）

Ｃ ／ Ｎ １ ４ Ｃ 年 代
（ｙ．Ｂ．Ｐ）

下部ＩＨ
Ｂ１

８ Ｎ - Ｃ - ２ ０
ｍ - １

ナウマンゾウ
臼 歯

Ｓ
Ｇ

１．６８
１．７８ ３．６４ ４３３５１士１１６４

８７-Ｅ-１７
ｍ-１８

ナウマンゾウ
臼 歯

Ｓ
Ｇ

０．２９
０．７０

３．１５
３．６８ ４８７９９士１９５０

９０-Ｌぺ６
ｍ-１３５

オオツノシカ
掌 状 角

Ｓ
Ｇ ３．７２ ４１２５０土１１９０

下部ＩＩＩ
Ａ２

８ ７ - Ｅ - ２ ３
ｍ - １６

ナウマンゾウ
臼 歯 Ｇ く３．５４ ３．５２ ４３５２０土１３４０

８７-Ｉ-２４
１-１０

ナウマンゾウ
切 歯

Ｓ
Ｇ

０，６３
０．２９

４．４２
４．３２

３９９４４土１０４３
３７２５０土１２８０

下部ｌｌｌ
Ａ１

８ Ｎ - Ｈ - １ ２
ｍ - ４３

ナウマンソ｀’ウ
臼 歯

Ｓ
Ｇ

０．４３
２．２２

２．９９
３．４８ ４３３０７土１２００

下部ＩＨ
下 部

９ ０ - Ａ - ２ ９
ｍ - １７

ナウマンソツ
臼 歯

Ｓ
Ｇ

０．４０
０．５８ ３．９２ ４３４６０士１６３０

９ ０ - Ｎ - ０
ｍ-１（〕

ナウマンソ｀｀ウ
臼 歯

Ｓ
Ｇ

０．３０
０．７３ ３．５８ ４１７７０±１４７０

９ ０ - Ａ - ２ ０
ｍ - ４ ０

ナウマンソ勺
臼 歯

Ｓ
Ｃ

１．２４
１．７０ ３．９０ ４６２３０士２４３０

下部ｌｌｌ
最 下 部

９ ０ - Ｊ - ４
ｍ - ３３

ナウマンゾ` ウ
臼 歯

Ｓ
Ｇ

０．５５
０．４８ ４．０７ ４３６３５土９２０

表 ２ 材 化 石 の １ ４ Ｃ 年 代 （ 沢 田 ほ か ， １ ９ ９ ２ 引 用 ）

サ ン プ ル
番号

産 出 層 準 １ ４ Ｃ 年 代
（ｙ．Ｂ．Ｐ）

８ Ｎ - Ｈ - ７ ｂ - １ ６ 上部ＩＩＩ １７４６０士３４０

８Ｎ-Ｘ-１８ｂ-１８ 上部ＩＩＩ １６８６０土２５０

９ ０ - Ｈ - ７ ｂ - ２ ８ 上部ｌｌ ２８３５０士３５０

９０-Ｕ-１４ｂ-１０ 上 部 Ｉ 上 半 部 ３２７３０士１４２０

９０-Ｊ-２９ｂ-２０ 上 部 １ 下 半 部 ３８４９０±５２０

９０-Ｇ -２４ｂ -４ 上 部 １ 下 半 部 ３９２９０土４８０

８Ｎ-Ｈ -１１ｂ-４０ 中 部１ ３９４２０土９５０

８ Ｎ - Ｙ - １ ４ ｂ - ３ 下部ＩＩＩＢ２ ４２５５０土５３０

８ Ｎ - Ｙ - １ ３ ｂ - ５ 下 部 川 Ａ ２ ４３０７０士５７０

９ ０ - Ｎ - Ｏ ｂ - １ ２ 下部１１１下部 ４７１５０土８１０

９ ０ - Ｊ - ３ ｂ - ２ ０ 下部ＩＩＩ最下部 ４９４１０士９７０

９ ０ - Ｘ - １ ８ ｂ - ８ Ｊ 列 層 ８２６０士１４０

１６９-



Ｑ→

ＣＳ

ｙ，

●ｆ

（ ⊃
べ ・

×

（ ⊃

● 〃
はｌ

（コ
● -

¶ ❶

つ
● -

ひつ

（）
● ㎜

ｅｘｌ

四

● ＝
一

１ １ ． 一 ’ ’ ’

キ知 ズ ， 于 ① 六 大 ト
ノ

ｌｌＩＴ

／
ヤ ソ ↓ １ ＿ ．
∩ １

｜

↓↓〃〃

ｊヤノ］√ １
⌒
Ｓ
已

石
芒
田
嘔
-

一 ｓ -

￥
睡
り

ＡＪ
映
屡
悟
原
ｅ

̶ 習 -

諏
痢
駆
哨
旨

Ｑ４
図

于 十 レ
川 §
白川
回付

‾り∩ ↑

／
／
／／

Ｘ

ぶ-

＋

４・

きｔｌ
嬰 ご

尽
？
-）

コ
？-
一

尽

？
・り
ｔｇ

コ
１
コ

３
１
Ｓ

尽
？
３

２
？
旨

Ｓ

？
ｇゝ
一

３
？ご
-

・ａ
ｒ-

？

尽

Ｓ

？
ｅ４
-

こ
ｅＱ

コ？
一

ご
ｒＱ

い

コ
？
尽

２
？
Ｓ

＋
つ
一
一

廻
茨

刊
埋
泗
Ｋ
ｙ
４
ｐ

ｉｌ
Ｋ

６
Ｘ ロ ー
・ Ｄ 口
～ り ｘ 恥
月 叙 弑

ｎ
Ｋ
胎
い
い 回

Ｘ

ハ ｊ
々 ‘ Ｋ ４ ヽ 今
｀ ゛ 卜 奇 も
ＩＦＳａ Ｑ Ｘ
“ ｀ ふ

唇

ふ
Ｓ
々
瓶
川

恥⌒ Ｘ

ｒ ・ 竹 ・
，．Ｎ●●ｚｎ Ｆ ベ ト
ａ ｈ ゛ ’ ゛
心 ゝ

ぶ
凶
ｉ！
習

５
ご５
惣
ｉ
雁
郎

ー
刄
-

白 叫 - Ｅ≡∃ ヒコ ←・

⌒
≧
-

ロ］ ≪ ドー垢 嘔ド垢
日 四

哨
柵
Ｘ
昿

Ｈ

円 吸 収 叱 照 哨 丑 旨 政 昭 苓 犀 ドー豚旨昭瓶哨

１７０



こ と か ら 、 汚 染 に よ る 年 代 の 若 返 り を 示 し て い る と 考 え ら れ る 。 （ ｂ ） に あ た る ゼ ラ チ ン 化
コ ラ ー ゲ ン の 含 有 率 が ０ ． ７ ％ に 満 た な い 保 存 の 悪 い 試 料 は 、 （ ａ ） に あ た る ０ ． ７ ％ 以 上 の 保 存

のよい試料と比べて２、０００～５、０００年ほど新しい値を示している。

（ ｃ ） の よ う に 他 の 値 よ り か け は な れ た 古 い 年 代 値 に つ い て は 、 再 堆 積 し た 化 石 試 料 で あ

る 場 合 と 古 い 年 代 の 炭 素 （ Ｄ ｅ ａ ｄ ｃ ａ ｒ ｂ ｏ ｎ ） の 汚 染 に よ る と い う ２ つ の 可 能 性 が 考 え ら れ る 。

し か し 、 後 者 の 場 合 、 多 量 に 汚 染 さ れ て い る こ と に な り 、 こ こ で 扱 っ た 処 理 法 で は 、 そ
の 可 能 性 は 全 く な い と い っ て よ い 。 む し ろ 、 産 出 し た 層 準 よ り 下 位 の 層 準 に 含 ま れ て い

た 化 石 が 再 堆 積 し た 二 次 化 石 で あ る と 考 え ら れ る 。
こ こ で 、 信 頼 で き る 測 定 結 果 を 各 層 準 ご と に わ か り や す く ま と め る と 以 下 の よ う に な

る。

Ｊ列層
上 部 野 尻 湖 層 ｎ ・ Ⅲ
上部野尻湖層Ｉ
中部野尻湖層
下 部 野 尻 湖 層 Ⅲ Ｂ ・ Ａ

丿
Ｉ

一
９

一
９

ｌ
ｙ

１１
３３
３９
４１

０００～８，０００ｙ．Ｂ．Ｐ

０００～１１，０００ｙ．Ｂ．Ｐ

０００～３３，０００ｙ．Ｂ．Ｐ

０００～３９，０００ｙ．Ｂ．Ｐ

；４３，０００～・１１，０００ｙ．Ｂ．Ｐ

下部野尻湖層Ⅲ下部・最下部；４９、０００～・ｔ３、０００ｙ．Ｂ．Ｐ．
（ ａ ） グ ル ー プ に 属 す る 年 代 値 に つ い て 各 々 の 層 準 の 平 均 値 を と り 、 そ れ ら を 結 ぶ と 図 ２ に

示 さ れ た 太 線 が 得 ら れ る 。
こ こ で 、 こ れ ら の 測 定 結 果 を β 線 計 数 法 に よ る 従 来 の 資 料 と 比 較 す る と 、 そ の 違 い は

顕 著 で あ る 。 図 ２ に お い て 太 線 で 示 さ れ て い る 曲 線 は 、 前 述 の よ う に 、 本 研 究 で 扱 っ た

加 速 器 質 量 分 析 計 に よ る １ ４ Ｃ 年 代 値 で あ る 。 ま た 、 従 来 の 野 尻 湖 層 の 編 年 の も と に な っ

た 中 村 由 克 ・ 野 尻 湖 発 掘 調 査 団 （ １ ９ ９ ０ ） に よ る 結 果 は 細 線 の 曲 線 に よ っ て 示 し て あ る 。

これらを比較すると、上部野尻湖層ｎ、すなわち約Ｓ２３、０００ｙ．Ｂ．Ｐ．までは両者の値はよく
一 致 す る が 、 そ れ よ り 下 位 の も の に つ い て は 加 速 器 質 量 分 析 計 に よ る 年 代 値 の 方 が 約 ８ 、

０００～１５、０００年古くなることがわかる。

こ の よ う に 、 加 速 器 質 量 分 析 計 の 測 定 値 で 約 ２ 万 年 前 を 越 え る 年 代 値 が β 線 計 数 法 に

く ら べ 古 い 値 を 示 す の は 、 測 定 法 の 特 徴 や 測 定 試 料 の 前 処 理 や 調 製 の 仕 方 の 違 い に よ る

と い う 可 能 性 が 考 え ら れ る 。 加 速 器 質 量 分 析 計 に よ る 年 代 値 は 、 材 化 石 と ナ ウ マ ン ゾ ウ
の 臼 歯 の 象 牙 質 コ ラ ー ゲ ン と の 間 で よ い 一 致 を 示 し て い る 。 し か し 、 β 線 計 数 法 に よ る

材 化 石 に つ い て の 測 定 値 と そ の 加 速 器 質 量 分 析 計 に よ る 測 定 値 と は 互 い に 異 な る 。 こ の
こ と か ら 、 試 料 の 種 類 の 違 い に よる 年 代 値 の 差 で は な い と 考 え ら れ 、 従 来 の １ ２ ３ 、 ０ ０ ０ ｙ ． Ｂ ．

Ｐ ． を 越 え る も の の 値 は 、 取 り 込 ま れ た 新 し い 炭 素 の 除 去 が 不 十 分 で あ っ た た め か 、 ま た

は 、 β 線 計 数 法 の 場 合 、 測 定 の 際 バ ッ ク グ ラ ウ ン ド の 影 響 を 受 け て い る と み る こ と が で

きよう。

-１７１



１ ） 野 尻 湖 の 火 山 灰 層 序 と の 関 係

野 尻 湖 お よ び そ の 周 辺 に 分 布 す る 地 層 に は 、 特 徴 あ る 火 山 灰 や ス コ リ ア 層 が 認 め ら れ
て お り 、 鍵 層 と し て 層 準 の 特 定 に 大 き な 役 割 を 果 た し て い る 。 そ れ ら の 相 対 的 な 新 旧 関

係 は 野 尻 湖 発 掘 調 査 団 の 調 査 で ほ ぼ 確 定 し て い る と 言 っ て よ い 。 し か し 、 そ れ ら の 絶 対
的 な 年 代 と い う 点 で は 、 数 多 い β 線 計 数 法 に よ る 炭 素 同 位 体 年 代 に は 相 互 に 矛 盾 が あ り 、

必 ず し も 確 定 し て い た わ け で は な か っ た 。

野 尻 湖 地 質 グ ル ープ （ １ ９ ９ ０ ｂ ） 、 公 文 ・ 井 内 （ １ ９ ９ ０ ） は 、 琵 琶 島 沖 の 湖 底 で オ ー ル コ ア
・ ボ ー リ ン グ を 行 い 、 野 尻 湖 周 辺 に 見 い だ さ れ る 火 山 灰 鍵 層 が す べ て 含 ま れ て い る こ と

を 報 告 し た 。 ま た 、 い く つ か の 広 域 テ フ ラ の 存 在 も 確 認 し た 。 そ し て 、 ア カ ホ ヤ 火 山 灰

（ Ｋ - Ａ ｈ ） 、 姶 良 一 丹 沢 火 山 灰 （ Ａ Ｔ ） お よ び ブ レ ッ チ ャ ー ソ ー ン の 年 代 を 基 準 に 、 堆 積 速

度 を 一 定 と 仮 定 し て 、 ボ ー リ ン グ 試 料 に お け る 湖 底 か ら の 深 度 か ら 、 主 要 な 火 山 灰 の 年

代 を 推 定 し た （ 公 文 ・ 井 内 、 １ ９ ９ ０ ； 図 ３ の ａ ） 。 深 度 か ら は 堆 積 期 間 が 極 め て 短 い テ フ

ラ の 層 厚 を 除 外 し た 。 野 尻 湖 の 湖 底 堆 積 物 は 、 テ フ ラ 以 外 は 均 質 な シ ル ト 質 粘 土 で あ り 、

堆 積 速 度 を 一 定 と す る こ と は 無 理 の な い 仮 定 で あ る 。 な ぜ な ら 、 湖 で は 、 沿 岸 帯 を 除 い

て 、 お も に 懸 濁 運 搬 に よ る 細 粒 堆 積 物 が 堆 積 し て い る こ と が 一 般 的 で あ り 、 現 在 の 野 尻

湖 に お い て も 同 様 で あ る （ 公 文 ・ 井 内 、 １ ９ ８ ７ ； １ ９ ８ ８ ） 。 野 尻 湖 底 の ボ ー リ ン グ 試 料 で も 、
３ ３ ９ ８ ｃ ｍ よ り 上 で は 現 湖 底 と 同 様 な 細 粒 の 泥 質 堆 積 物 が 卓 越 し て い る 。 こ の よ う な 泥 質

堆 積 物 に 限 定 す れ ば 、 堆 積 速 度 に は そ れ ほ ど 大 き な 時 間 的 変 化 は な い も の と 考 え て よ い
か ら で あ る 。

沢 田 ほ か （ １ ９ ９ ２ ） が 報 告 し た 加 速 器 質 量 分 析 器 に よ る 年 代 測 定 値 を 同 じ 湖 底 ボ ー リ ン

グ 柱 状 図 の 上 に 落 と す と 、 図 ３ の ｂ の 折 れ 線 と な る 。 湖 岸 の 発 掘 地 と 湖 底 の 柱 状 試 料 と

は 、 岩 相 が 大 き く 異 な り 、 厳 密 に は テ フ ラ 鍵 層 し か 対 比 で き な い の で 、 年 代 値 の 層 準 に

は 多 少 問 題 が 残 っ て い る 。 野 尻 湖 層 下 部 Ⅲ Ａ 、 Ｂ か ら 産 し た 化 石 の 層 準 が 湖 底 柱 状 の ど こ

に 対 応 す る の か は 、 特 に 難 し い と こ ろ で あ る 。 こ の 折 れ 線 で は 、 図 ２ の 折 れ 線 に 比 べ て

か な り ス ム ー ズ で あ る 。 上 部 に お け る デ ー タ が 少 な い と い う 問 題 は あ る が 、 Ａ Ｔ や ア ジ

シ オ な ど は 妥 当 な 年 代 を 示 す 。 中 部 野 尻 湖 層 は 、 湖 底 柱 状 に お い て は 一 層 準 で 代 表 さ れ

る 一 連 の テ フ ラ （ 赤 ス コ ・ 中 Ｈ ピ ン ク ） に 対 応 し て い る 。 そ の 年 代 値 は 数 多 く あ る が 、

よ く 揃 っ た 値 で あ り 、 中 部 野 尻 湖 層 が 短 い 時 間 を 表 し て い る と い う 湖 底 ボ ー リ ン グ で の

産 状 と 調 和 的 で あ る 。

加 速 器 質 量 分 析 計 で 今 回 測 定 さ れ た 年 代 値 は 、 特 定 の 層 準 に 偏 っ て い る こ と や そ の 層

準 に 不 確 か さ が 残 る こ と が 弱 点 で あ る 。 湖 底 ボ ー リ ン グ 試 料 で は 堆 積 速 度 を 一 定 と 仮 定
で き る と い う 利 点 が あ り 、 相 対 的 新 旧 関 係 を 定 量 的 に 推 定 で き る 。 両 者 を 組 み 合 わ せ る

こ と で 、 か な り 正 確 な テ フ ラ の 年 代 推 定 が 可 能 で あ る 。 つ ま り 、 次 の よ う に 主 要 な テ フ

ラ の 年 代 を 仮 定 す る 。 比 較 的 上 部 の 年 代 に つ い て は 、 ア カ ホ ヤ 火 山 灰 の 年 代 と し て ６ 、 ３ ０

０ 年 前 （ 町 田 ・ 新 井 、 １ ９ ７ ８ ） 、 Ａ Ｔ の 年 代 と して ２ １ 、 ０ ０ ０ 年 前 （ 町 田 ・ 新 井 、 １ ９ ７ ６ ） を
つ か う 。 中 部 野 尻 湖 層 の 年 代 と し て は 、 平 均 値 の ４ １ 、 ０ ０ ０ 年 前 を 用 い る 。 ブ レ ッ チ ャ ー ゾ
ー ン の 年 代 値 は ２ つ に す ぎ な い が 、 よ く 一 致 し た 値 で あ り 、 そ の 平 均 は ４ ６ 、 ７ ０ ０ 年 前 で あ
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る 。 以 上 ４ つ の 層 準 の 間 の 堆 積 速 度 を 一 定 と す る と 、 図 ３ の ｃ の 折 れ 線 が 得 ら れ る 。 そ

れ が 現 時 点 で は も っ と も 正 確 と 考 え ら れ る 年 代 を 表 し て い る と 考 え ら れ る 。

折 れ 線 ｃ の 最 上 部 の 直 線 部 （ 節 ） は 、 厚 密 か 進 ん で い な い た め に 見 か け の 堆 積 速 度 が

大 き く な っ て い る も の と 考 え ら れ る 。 そ れ は 本 当 は 徐 々 に 傾 斜 が 緩 く な り 、 ２ つ め の 節
に 移 行 す る も の で あ る 。 ２ つ め の 節 は 赤 ス コ の 層 準 ま で つ づ き 、 比 較 的 小 さ な 堆 積 速 度

を も っ て い る 。 最 後 の 節 は 、 か な り 大 き な 堆 積 速 度 を 持 っ て い る 。 両 者 の 境 界 の 層 準 で

堆 積 の 中 心 が ボ ー リ ン グ 地 点 か ら 東 方 に 移 動 し て い る こ と は 判 明 し て お り （ 野 尻 湖 音 探

グ ル ープ、 １ ９ ８ ７ ） 、 そ の 違 い が 堆 積 速 度 に 反 映 し て い る も の と 考 え ら れ る 。

こ の 深 度 一 年 代 関 係 に 基 づ く と 、 太 田 切 火 山 灰 が ４ 、 ０ ０ ０ 年 前 、 赤 倉 火 山 灰 が ５ 、 ４ ５ ０ 年 前 、

キビダンゴＩＩが１０、０００前、キビダンゴＩ；が１２、０００年前、アジシオ；ｇバ１６、５００年前、上Ｉピ
ンクが３３、５００年前、ドライカレーが４５、０００年前、三点セットカ４５３、０００年前、黄ゴマ（＝

ＤＫＰ、大山倉吉パミス）が約５５、０００年前となる。黄ゴマは、ＤＫＰと同定されている（早津。

１９８５；公文・井内、１９９０）。ＤＫＰの年代は４６、０００～４７、０００年前と推定されている（町田
・新井、１９７９；Ｏｍｕｒａ、１９８６）が、ＤＫＰの年代はもう少し古くなる可能性が高い。

こ の 推 定 線 で も か な り 問 題 が 残 さ れ て い る 。 そ れ は 、 個 々 の 鍵 層 テ フ ラ の 年 代 を 正 確

に 出 す と い う 視 点 で の 試 料 採 取 と 年 代 測 定 が 行 わ れ て お ら ず 、 基 準 と す る テ フ ラ の 年 代

と し て 使 え る 測 定 値 が 少 な い こ と で あ る 。 今 後 、 こ の よ う な 視 点 で の 資 料 を 増 や し て 、

鍵 層 テ フ ラ の 年 代 を １ つ １ つ 詰 め て い く 必 要 が あ る 。

２ ） 人類考古遺物との関係
野尻湖の立が鼻遺跡では、下部野尻湖層Ⅲから上部野尻湖層Ｉまでの層準から、石製、

骨 製 、 木 製 の 遺 物 が 得 ら れて い る 。 こ の 層 準 に お ける ナ ウ マ ン ソ ウ や オ オ ツノ シ カ か ら
な る 大 型 哺 乳 動 物 化 石 に 伴 って い る 遺 物 は 一 括 して 「 野 尻 湖 文 化 」 と してと ら え ら れて
い る 。 野 尻 湖 文 化 の 最 大 の 特 徴 は 、 石 器 と 同 程 度 に 、 あ る い はそ れ 以 上 に 骨 器 が 含 ま れ
る 点 に あ る 。 石 器 は 、 ナ イ フ 形 石 器 文 化 に み ら れ る よ う な 典 型 的 な 形 態 の も の が 安 定 し
て み ら れ な い こ と 、 骨 器 の 中 に は 石 器 の 後 期 旧 石 器 時 代 以 前 を 代 表 す る ク リ ー ヴァ ー が
含 ま れ 、 ま た 磨 製 骨 器 が 欠 如 す る こ と な どの 特 徴 は 、 野 尻 湖 文 化 が 後 期 旧 石 器 時 代 よ り
以前の文化的要素を多くもっていることを示す。
以 前 よ り 野 尻 湖 文 化 の 編 年 的 位 置 づ け に つ いて は 多 くの 検 討 を 重 ねて き て お り 、 前 期

旧石器時代から後期旧石器時代の初頭にかけてと考えられきた。β線計数法による１４Ｃ
年代からは、約４．０～２．４万年前としていた（中村由克・野尻湖人類考古グループ、１９９０）。
年 代 的 に み る と 新 し い 方 は 、 ナ イ フ 形 石 器 文 化 期 に 属 す こ と が 予 想 さ れて い た が 、 ナ イ
フ 形 石 器 文 化 の 典 型 的 な 石 器 が み ら れ な い こ と か ら 、 石 器 群 の 違 い は 立 が 鼻 遺 跡 が キル
サイトであるという遺跡の性格の違いによる可能性が検討されてきた。
しかし、加速器１４Ｃ年代から、野尻湖文化は、４．９～３．３万年前のものであると考えら

れる。この年代は、これまでのβ線計数法による１４Ｃ年代値よりは不都合な点が少ない
と思われる。この加速器１４Ｃ年代や野尻湖文化とその直後のナイフ形石器文化の考古学
的 位 置 づ け か ら 判 断 して、 野 尻 湖 文 化 は 、 日 本 の 前 期 旧 石 器 時 代 の 末 期 に 位 置 づ け ら れ
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る と 思 わ れ る （ 中 村 由 克 ・ 野 尻 湖 人 類 考 古 グ ル ープ、 １ ９ ９ ２ ； 野 尻 湖 人 類 考 古 グ ル ープ、

１９９３）。
ユ ー ラ シ ア 大 陸 と ア フ リ カ に お い て 、 １ ４ Ｃ 年 代 で 約 ４ ． ２ ～ ３ ． ３ 万 年 前 に か け て は 、 前 期

（ 中 期 ） 旧 石 器 文 化 と 後 期 旧 石 器 文 化 の 両 方 が み ら れ 、 ま た 、 ネ ア ン デ ル タ ー ル 人 に 代

表 さ れ る 旧 人 か ら ク ロ マ ニ ョ ン 人 に 代 表 さ れ る 新 人 に 移 行 す る 時 期 と さ れ て い る 。 野 尻

湖 で は ま だ 人 骨 が 出 土 し て い な い が 、 野 尻 湖 文 化 の 特 徴 と そ の 年 代 値 は 、 旧 人 段 階 か ら

新 人 段 階 へ の 移 行 期 に 相 当 す る も の で あ る こ と が 予 想 さ れ 、 人 類 史 の 上 か ら も 野 尻 湖 文
化 の 解 明 は ま す ま す 重 要 な 意 義 を も っ て く る と 思 わ れ る 。

おわりに
加速器質量分析計を用いた１４Ｃ年代および湖底ボーリング試料に基づき、野尻湖層の

年 代 の 再 検 討 を 行 っ た 。 そ して、 こ の 新 し い 年 代 論 に よ り 、 野 尻 湖 の 火 山 灰 層 序 や 旧 石
器 時 代 の 人 類 考 古 学 的 研 究 に 新 し い 解 釈 が 加 え ら れ 、 ま た 、 問 題 と な って い た い くつ か
の こ と が 明 ら か に な り つ つ あ る 。 今 後 さ ら に 、 本 研 究 の 対 象 と な っ た 層 準 よ り 下 位 の 試
料 や 火 山 灰 鍵 層 に 焦 点 を あ て た 年 代 測 定 を 行 い 、 野 尻 湖 に お ける 研 究 も 展 開 して い く こ
とを期待する。
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